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(57)【要約】
【課題】水が付着した濡れた部位であっても高いクレンジング力を発揮することができ、
かつ化粧料や化粧品のクレンジング後における水や湯での洗い流しが容易な油性クレンジ
ング化粧料を提供する。
【解決手段】以下の成分（ａ－１）ＨＬＢ値が４．５以下の常温で液状の非イオン性界面
活性剤６～１１質量％、（ａ－２）ＨＬＢ値が１３以上の非イオン性界面活性剤１３～２
５質量％、（ｂ）炭化水素油１０～３０質量％、（ｃ）エステル油１～７１質量％および
（ｄ）２５℃において、水１００ｇへの溶解性が１ｇ以上であり、かつトリエチルヘキサ
ノイン１００ｇへの溶解性が１０ｇ以上である、油分及び水と相溶可能な両親媒性物質０
．１～２０質量％を含み、前記成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１
）／（ａ－２）が０．１～０．８であることを特徴とする油性クレンジング化粧料である
。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の成分
（ａ－１）ＨＬＢ値が４．５以下の常温で液状の非イオン性界面活性剤６～１１質量％、
（ａ－２）ＨＬＢ値が１３以上の非イオン性界面活性剤１３～２５質量％、
（ｂ）炭化水素油１０～３０質量％、
（ｃ）エステル油１～７１質量％および
（ｄ）２５℃において、水１００ｇへの溶解性が１ｇ以上であり、かつトリエチルヘキサ
ノイン１００ｇへの溶解性が１０ｇ以上である、油分及び水と相溶可能な両親媒性物質０
．１～２０質量％
を含み、
　前記成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）が０．１
～０．８であることを特徴とする油性クレンジング化粧料。
【請求項２】
　さらに以下の成分
（ｅ）水３～１０質量％および
（ｆ）一価アルコール０．１～８質量％
を含む請求項１に記載の油性クレンジング化粧料。
【請求項３】
　さらに以下の成分
（ａ－３）ＨＬＢ値が８～１２の非イオン性界面活性剤０．０１～１０質量％を含む請求
項１または請求項２に記載の油性クレンジング化粧料。
【請求項４】
　前記成分（ａ－１）および成分（ａ－２）がいずれもポリグリセリン系界面活性剤であ
る請求項１～請求項３のいずれかに記載の油性クレンジング化粧料。
【請求項５】
　前記成分（ｂ）が、炭素数１３～１５の鎖状飽和炭化水素から選ばれる一種以上である
請求項１～請求項４のいずれかに記載の油性クレンジング化粧料。
【請求項６】
  前記成分（ｄ）が、ポリオキシプロピレンポリグリセリルエーテル、ポリオキシエチレ
ン・ポリオキシプロピレン・ポリオキシブチレングリセリルエーテル、ポリオキシエチレ
ン・ポリオキシプロピレンジメチルエーテル、コハク酸ビスエトキシジグリコール、ジカ
ルボン酸ビス（ポリオキシアルキレンアルキルエーテル）エステル及びコハク酸ジエトキ
シエチルからなる群から選択される１種以上である、請求項１～請求項５のいずれかに記
載の油性クレンジング化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性クレンジング化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ウォータープルーフタイプのマスカラ等のメーキャップ化粧料や長時間効果が持
続するサンケア化粧品等の、使用時に落ち難く化粧持ちの良い化粧料ないし化粧品が数多
く上市されている。一方、これらの化粧料ないし化粧品は使用時に落ち難く化粧持ちが良
いという特性を有するために、使用後に除去する際も除去し難いことから、種々のクレン
ジング化粧料が提案されるようになっている（例えば、特許文献１（特開２０１０－０１
３３８２号公報）参照）。
【０００３】
　このような化粧料や化粧品を使用後に除去する場合、さっぱり感の点で好まれる水を主
体とする洗浄料を適用して化粧料や化粧品をクレンジング（化粧落とし）しようとすると
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、何回もこすらなければならず使用者の手間が大きいばかりか皮膚への負担も大きかった
。一方、洗浄力が最も高いオイルタイプ（油性）の洗浄料を適用して除去しようとすると
、化粧料や化粧品のクレンジング後に水や湯を用いて洗い流す際にオイルが残留してしま
い洗い流し性が低下してしまう。
【０００４】
　このような状況下、化粧持ちの良好なメーキャップ化粧料や長時間効果の持続するサン
ケア化粧品等であっても素早くクレンジングし得るとともに、係る化粧料や化粧品のクレ
ンジング後における水や湯でのすすぎ時に洗い流しが容易な、さっぱりした使用感が得ら
れるメーク落としやクレンジングオイル等の油性クレンジング化粧料が求められるように
なっている。
【０００５】
　特に、近年、メーク落としの場所が洗面台等から浴室等の水場へ変化したことに伴って
、水が付着した濡れた部位であっても素早く馴染み、高いクレンジング力（化粧持ちの良
好なメーキャップ化粧料や長時間効果の持続するサンケア化粧品等であっても素早く化粧
落としし得る能力）を発揮することができるとともに、化粧料や化粧品のクレンジング後
における水や湯での洗い流しが容易な油性クレンジング化粧料が求められるようになって
いるが、このような油性クレンジング化粧料が提案されるには至っていなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－０１３３８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このような状況下、本発明は、水が付着した濡れた部位であっても高いクレンジング力
を発揮することができ、かつ化粧料や化粧品のクレンジング後における水や湯での洗い流
しが容易な油性クレンジング化粧料を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記技術課題を解決するために、本発明者等は、化粧料や化粧品のクレンジング力を向
上させるために、水性－親油性バランス（ＨＬＢ）の低い界面活性剤およびＨＬＢの高い
界面活性剤を併用することを着想した。
　しかしながら、本発明者等が検討したところ、上記ＨＬＢの低い界面活性剤とＨＬＢの
高い界面活性剤を併用した油性クレンジング化粧料は、界面活性剤／水／油が共存する系
におけるクレンジング力、すなわち水が付着した濡れた部位におけるクレンジング力や、
化粧料や化粧品のクレンジング後における水や湯での洗い流し性が必ずしも十分でないこ
とが判明した。
【０００９】
　本発明者等の検討によれば、これは、界面活性剤／水／油の共存する系において、油性
クレンジング化粧料に高いクレンジング力を発揮させ得る界面活性剤の配合比と、化粧料
や化粧品のクレンジング後における水や湯での洗い流しが容易な界面活性剤の配合比とが
異なるためと考えられ、両者を両立させることは困難であると考えられた。
【００１０】
　係る知見に基づいて本発明者等がさらに検討したところ、驚くべきことに、特定の組成
を有する油性クレンジング化粧料、すなわち、以下の成分（ａ－１）ＨＬＢ値が４．５以
下の常温で液状の非イオン性界面活性剤６～１１質量％、（ａ－２）ＨＬＢ値が１３以上
の非イオン性界面活性剤１３～２５質量％、（ｂ）炭化水素油１０～３０質量％、（ｃ）
エステル油１～７１質量％および（ｄ）２５℃において、水１００ｇへの溶解性が１ｇ以
上であり、かつトリエチルヘキサノイン１００ｇへの溶解性が１０ｇ以上である、油分及
び水と相溶可能な両親媒性物質０．１～２０質量％を含み、前記成分（ａ－２）に対する
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成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）が０．１～０．８である油性クレンジン
グ化粧料により、上記技術課題を解決し得ることを見出し、本知見に基づいて本発明を完
成するに至ったものである。
【００１１】
　すなわち、本発明は、
（１）以下の成分
（ａ－１）ＨＬＢ値が４．５以下の常温で液状の非イオン性界面活性剤６～１１質量％、
（ａ－２）ＨＬＢ値が１３以上の非イオン性界面活性剤１３～２５質量％、
（ｂ）炭化水素油１０～３０質量％
（ｃ）エステル油１～７１質量％および
（ｄ）２５℃において、水１００ｇへの溶解性が１ｇ以上であり、かつトリエチルヘキサ
ノイン１００ｇへの溶解性が１０ｇ以上である、油分及び水と相溶可能な両親媒性物質０
．１～２０質量％
を含み、
　前記成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）が０．１
～０．８であることを特徴とする油性クレンジング化粧料、
（２）さらに以下の成分
（ｅ）水３～１０質量％および
（ｆ）一価アルコール０．１～８質量％
を含む上記（１）に記載の油性クレンジング化粧料、
（３）さらに以下の成分
（ａ－３）ＨＬＢ値が８～１２の非イオン性界面活性剤０．０１～１０質量％を含む上記
（１）または（２）に記載の油性クレンジング化粧料、
（４）前記成分（ａ－１）および成分（ａ－２）がいずれもポリグリセリン系界面活性剤
である上記（１）～（３）のいずれかに記載の油性クレンジング化粧料、
（５）前記成分（ｂ）が、炭素数１３～１５の鎖状飽和炭化水素から選ばれる一種以上で
ある上記（１）～（４）のいずれかに記載の油性クレンジング化粧料、および
（６）前記成分（ｄ）が、ポリオキシプロピレンポリグリセリルエーテル、ポリオキシエ
チレン・ポリオキシプロピレン・ポリオキシブチレングリセリルエーテル、ポリオキシエ
チレン・ポリオキシプロピレンジメチルエーテル、コハク酸ビスエトキシジグリコール、
ジカルボン酸ビス（ポリオキシアルキレンアルキルエーテル）エステル及びコハク酸ジエ
トキシエチルからなる群から選択される１種以上である、上記（１）～（５）のいずれか
に記載の油性クレンジング化粧料を提供するものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、水が付着した濡れた部位であっても高いクレンジング力を発揮するこ
とができ、かつ化粧料や化粧品のクレンジング後における水や湯での洗い流しが容易な油
性クレンジング化粧料を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例および比較例における評価結果を示す図である（図１（ａ）が洗
浄力評価後における実施例３および比較例２のメーク落としを用いた評価後の状態図であ
り、図１（ｂ）が耐水性評価後における実施例３および比較例２のメーク落としを用いた
評価後の状態図である）。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、
　以下の成分
（ａ－１）ＨＬＢ値が４．５以下の常温で液状の非イオン性界面活性剤６～１１質量％、
（ａ－２）ＨＬＢ値が１３以上の非イオン性界面活性剤１３～２５質量％、
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（ｂ）炭化水素油１０～３０質量％、
（ｃ）エステル油１～７１質量％および
（ｄ）２５℃において、水１００ｇへの溶解性が１ｇ以上であり、かつトリエチルヘキサ
ノイン１００ｇへの溶解性が１０ｇ以上である、油分及び水と相溶可能な両親媒性物質０
．１～２０質量％
を含み、
　前記成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）が０．１
～０．８であることを特徴とするものである。
【００１５】
＜(ａ－１)ＨＬＢ値が４．５以下の常温で液状の非イオン性界面活性剤＞
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、（ａ－１）ＨＬＢ値が４．５以下の常温で液
状の非イオン性界面活性剤を含む。
【００１６】
　成分（ａ－１）に係る非イオン性界面活性剤は、常温で液状である。
　本明細書において「常温」とは、２５℃を意味する。
　従って、常温で液状の非イオン性界面活性剤とは、２５℃において、液体の状態の非イ
オン性界面活性剤である。
　本発明において、成分（ａ－１）に係る非イオン性界面活性剤の融点は２５℃未満にあ
るものと考えられ、常温で液状であることによって、油性クレンジング化粧料に好適に用
いることができる。
【００１７】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－１）に係る非イオン性界面
活性剤のＨＬＢは、４．５以下で常温で液体であり、４．２以下であることが好ましく、
３．８以下であることがさらに好ましい。成分（ａ－１）に係る非イオン性界面活性剤の
ＨＬＢの下限は特に制限されないが、２．０以上であることが好ましい。
　成分（ａ－１）に係る非イオン性界面活性剤のＨＬＢが４．５以下であることにより、
親油性が高くなり、油性の化粧料ないし化粧品に対する馴染み性を容易に向上させること
ができる。
【００１８】
　なお、本出願書類において、非イオン性界面活性剤のＨＬＢは、下記式に基づいてグリ
フィン法により計算されたものを意味する。
　ＨＬＢ＝２０×（親水部分の分子量／全体の分子量）
【００１９】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－１）に係る非イオン性界面
活性剤としては、ポリグリセリン系界面活性剤であることが好ましい。
　成分（ａ－１）に係る非イオン性界面活性剤として、具体的には、例えば、モノイソス
テアリン酸グリセリド（ＨＬＢ：４．０）、セスキイソステアリン酸ソルビタン（ＨＬＢ
：４．０）、モノオレイン酸ソルビタン（ＨＬＢ：４．３）、ラウロイルグルタミン酸Ｐ
ＯＥ（２）オクチルドデシルエーテルジエステル（ＨＬＢ：４．０）、ジイソステアリン
酸グリセリド、ジオレイン酸グリセリド、モノイソステアリン酸ソルビタン、モノオレイ
ン酸プロピレングリコール、ジイソステアリン酸ジグリセリン、ペンタオレイン酸デカグ
リセリン、デカオレイン酸デカグリセリン、（ステアリン酸／リンゴ酸）グリセリド、又
はイソステアリン酸ＰＯＥ（３）ソルビット、ペンタイソステアリン酸デカグリセリン(
ＨＬＢ：３．５)、デカオレイン酸デカグリセリン等から選ばれる一種以上を挙げること
ができ、ペンタイソステアリン酸デカグリセリンが好ましい。
【００２０】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－１）に係る非イオン性界面
活性剤の含有量は、６～１１質量％であり、６．５～１０質量％であることが好ましく、
７～９質量％であることがより好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－１）に係る非イオン性界面
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活性剤の含有量が上記範囲内にあることにより、水が付着した濡れた部位であっても、化
粧持ちの良好なメーキャップ化粧料等に素早く馴染み、優れたクレンジング効果を容易に
発揮することができる。
　成分（ａ－１）に係る非イオン性界面活性剤の含有量が６％未満であるとメーキャップ
化粧料またはサンケア化粧品の除去効率が低下し易くなり、成分（ａ－１）に係る非イオ
ン性界面活性剤の含有量が１１％を超えると濡れた部位における洗浄力（耐水性）や洗い
流し性が低下し易くなる。
【００２１】
＜（ａ－２）ＨＬＢ値が１３以上の非イオン界面活性剤＞
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、（ａ－２）ＨＬＢ値が１３以上の非イオン性
界面活性剤を含む。
【００２２】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－２）の非イオン性界面活性
剤のＨＬＢは１３以上であり、１３．５以上であることが好ましく、１４以上であること
がより好ましい。成分（ａ－２）に係る非イオン性界面活性剤のＨＬＢの上限は特に制限
されないが、１８以下であることが好ましい。
　成分（ａ－２）に係る非イオン性界面活性剤のＨＬＢが１３以上であることにより、親
水性が高くなり、洗い流し性およびさっぱりとした使用感を容易に向上させることができ
る。
【００２３】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－２）に係る非イオン性界面
活性剤としては、ポリグリセリン系界面活性剤であることが好ましい。
　成分（ａ－２）に係る非イオン性界面活性剤として、具体的には、例えば、ＰＥＧ－６
０水添ヒマシ油（ＨＬＢ：１４．０）、イソステアリン酸ＰＥＧ－２０グリセリル（ＨＬ
Ｂ：１３．２）、イソステアリン酸ＰＥＧ－６０グリセリル（ＨＬＢ：１６．４）、ステ
アリン酸ＰＥＧ－４５（ＨＬＢ：１８．０）、ポリソルベート４０（ＨＬＢ：１６．０）
、トリイソステアリン酸 ＰＥＧ－１２０ メチルグルコース（ＨＬＢ：１７．３）、ＰＥ
Ｇ－３０フィトステロール（ＨＬＢ：１８．０）、オレス－２０（ＨＬＢ：１７．０）、
ラウリン酸ヘキサグリセリル（ＨＬＢ：１４．５）等から選ばれる一種以上を挙げること
ができる。
【００２４】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－２）に係る非イオン性界面
活性剤の含有量は、１３～２５質量％であり、１５～２０質量％であることが好ましく、
１６～１９質量％であることがさらに好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－２）に係る非イオン性界面
活性剤の含有量が上記範囲内にあることにより、水が付着した濡れた部位であっても高い
クレンジング力を発揮しつつ、クレンジング後における水や湯での洗い流し性を容易に向
上させることができる。
【００２５】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１
）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は、０．１～０．８であり、０．２～０．７であるこ
とが好ましく、０．４～０．６であることがさらに好ましい。
【００２６】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１
）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）が上記範囲内にあることにより、水が付着した濡れた
部位であっても高いクレンジング力を発揮することができ、かつ化粧料や化粧品のクレン
ジング後における水や湯での洗い流し性を容易に向上させることができる。
【００２７】
（ｂ）炭化水素油
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、（ｂ）炭化水素油を含む。
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【００２８】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｂ）に係る炭化水素油としては
、化粧料に使用し得るものであれば特に制限されないが、水添ポリイソブテン、α－オレ
フィンオリゴマー、流動パラフィン、流動イソパラフィン、軽質イソパラフィン、軽質流
動イソパラフィン、イソドデカン、合成スクワラン、植物性スクワラン、スクワラン、ポ
リブテン、スクワレン、炭素数１３～１５の鎖状飽和炭化水素から選ばれる一種以上等を
挙げることができ、炭素数１３～１５の鎖状飽和炭化水素から選ばれる一種以上であるこ
とが好ましい。
【００２９】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｂ）に係る炭化水素油の含有量
は、１０～３０質量％であり、１１～２５質量％であることが好ましく、１２～２０質量
％であることがより好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｂ）に係る炭化水素油の含有量
が上記範囲内にあることにより、水が付着した濡れた部位であっても高いクレンジング力
を発揮しつつ、クレンジング後における水や湯での洗い流し性を容易に向上させることが
できる。
　成分（ｂ）に係る炭化水素油の含有量が１０質量％未満であると、クレンジング力が低
下し易くなり、３０質量％を超えると洗い流し性が低下し易くなる。
【００３０】
（ｃ）エステル油
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、（ｃ）エステル油を含む。
【００３１】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｃ）に係るエステル油としては
、化粧料に使用し得るものであれば特に制限されないが、例えばミリスチン酸イソプロピ
ル、ミリスチン酸ブチル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、ステアリン
酸エチル、オレイン酸エチル、リノール酸エチル、リノール酸イソプロピル、カプリル酸
セチル、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸デシル、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチ
ン酸セチル、パルミチン酸セチル、ステアリン酸ステアリル、オレイン酸デシル、オレイ
ン酸オレイル、リシノール酸セチル、ラウリン酸イソステアリル、ミリスチン酸イソトリ
デシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、ミリスチン酸イソステアリル、ミリスチン酸
２－オクチルドデシル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸２－ヘキシルデ
シル、パルミチン酸イソステアリル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、ステアリン酸２
－ヘキシルデシル、オレイン酸イソデシル、オレイン酸２－オクチルドデシル、リシノー
ル酸２－オクチルドデシル、イソステアリン酸エチル、イソステアリン酸イソプロピル、
２－エチルヘキサン酸セチル、２－エチルヘキサン酸セトステアリル、２－エチルヘキサ
ン酸ステアリル、イソステアリン酸ヘキシル、ジ２－エチルヘキサン酸エチレングリコー
ル、ジオレイン酸エチレングリコール、ジカプリル酸プロピレングリコール、ジ（カプリ
ル・カプリン酸）プロピレングリコール、ジカプリン酸プロピレングリコール、ジオレイ
ン酸プロピレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ２－エチルヘキサ
ン酸ネオペンチルグリコール、トリカプリル酸グリセリル、トリ２－エチルヘキサン酸グ
リセリル、トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリル、トリウンデシル酸グリセリル、ト
リイソパルミチン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリ２－エチルヘキ
サン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ
２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール、テトラミリスチン酸ペンタエリスリトール
、テトライソステアリン酸ペンタエリスリトール、ジペンタエリトリット脂肪酸エステル
（１）、ネオペンタン酸２－オクチルドデシル、２－エチルヘキサン酸２－ヘキシルデシ
ル、２－エチルヘキサン酸イソステアリル、イソノナン酸２－エチルヘキシル、ジメチル
オクタン酸２－ヘキシルデシル、ジメチルオクタン酸２－オクチルドデシル、イソパルミ
チン酸２－エチルヘキシル、イソステアリン酸２－ヘキシルデシル、イソステアリン酸イ
ソステアリル、イソステアリン酸２－オクチルドデシル、乳酸ラウリル、乳酸ミリスチル
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、乳酸セチル、乳酸２－オクチルドデシル、クエン酸トリエチル、クエン酸アセチルトリ
エチル、クエン酸アセチルトリブチル、クエン酸トリ２－エチルヘキシル、クエン酸トリ
イソセチル、クエン酸トリ２－オクチルドデシル、リンゴ酸ジイソステアリル、ヒドロキ
システアリン酸２－エチルヘキシル、コハク酸ジ２－エチルヘキシル、アジピン酸ジイソ
プロピル、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸ジ２－エチルヘキシル、セバシン酸ジエ
チル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジ２－エチルヘキシル、セバシン酸ジブチ
ルオクチル、ステアリン酸コレステリル、イソステアリン酸コレステリル、ヒドロキシス
テアリン酸コレステリル、オレイン酸コレステリル、オレイン酸ジヒドロコレステリル、
イソステアリン酸フィトステリル、オレイン酸フィトステリル、１２－ステアロイルヒド
ロキシステアリン酸イソセチル、１２－ステアロイルヒドロキシステアリン酸ステアリル
、又は１２－ステアロイルヒドロキシステアリン酸イソステアリル、酢酸ポリオキシエチ
レン（３）モノオキシプロピレンセチルエーテル、又は酢酸ポリオキシエチレン（３）モ
ノオキシプロピレンイソセチルエーテル、ラウリン酸メチルヘプチル等から選ばれる一種
以上を挙げることができる。成分（ｃ）に係るエステル油としては、ラウリン酸メチルヘ
プチルが好ましい。
【００３２】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｃ）に係るエステル油の含有量
は、１～７１質量％であり、１０～５０質量％であることが好ましく、１５～４５質量％
であることがより好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｃ）に係るエステル油の含有量
が上記範囲内にあることにより、水が付着した濡れた部位であっても高いクレンジング力
を発揮しつつ、クレンジング後における水や湯での洗い流し性を容易に向上させることが
できる。
　成分（ｃ）に係るエステル油の含有量が１質量％未満であると、クレンジング後におけ
る洗い流し性が低下し易くなり、７１質量％を超えると他の成分の含有量が減少してクレ
ンジング力が低下し易くなる。
【００３３】
（ｄ）油分及び水と相溶可能な両親媒性物質
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、（ｄ）２５℃において、水１００ｇへの溶解
性が１ｇ以上であり、かつトリエチルヘキサノイン１００ｇへの溶解性が１０ｇ以上であ
る、油分及び水と相溶可能な両親媒性物質を含む。
【００３４】
　本出願書類において、油分及び水と相溶可能な両親媒性物質とは、２５℃において、水
１００ｇへの溶解性が１ｇ以上であり、かつトリエチルヘキサノイン１００ｇへの溶解性
が１０ｇ以上である物質を意味する（但し、エタノール、プロパノール、イソプロパノー
ル、ブタノールおよびイソブタノールは除く）。
【００３５】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｄ）に係る油分及び水と相溶可
能な両親媒性物質としては、ポリオキシプロピレンポリグリセリルエーテル、ポリオキシ
エチレン・ポリオキシプロピレン・ポリオキシブチレングリセリルエーテル、ポリオキシ
エチレン・ポリオキシプロピレンジメチルエーテル、コハク酸ビスエトキシジグリコール
、ジカルボン酸ビス（ポリオキシアルキレンアルキルエーテル）エステル及びコハク酸ジ
エトキシエチルからなる群から選択される１種以上が好ましい。
【００３６】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｄ）に係る油分及び水と相溶可
能な両親媒性物質として、具体的には、ポリオキシプロピレン（９モル）ジグリセリルエ
ーテル、ポリオキシプロピレン（１４モル）ジグリセリルエーテル、ポリオキシエチレン
（８モル）ポリオキシプロピレン（５モル）ポリオキシブチレン（３モル）グリセリルエ
ーテル、ポリオキシエチレン（９モル）ポリオキシプロピレン（２モル）ジメチルエーテ
ル、ポリオキシエチレン（１４モル）ポリオキシプロピレン（７モル）ジメチルエーテル
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、ポリオキシエチレン（７モル）ポリオキシプロピレン（７モル）ジメチルエーテル、コ
ハク酸ビスエトキシジグリコール、シクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ビスエトキシ
ジグリコール、コハク酸ジエトキシエチル等から選ばれる一種以上が挙げられる。
【００３７】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｄ）に係る油分及び水と相溶可
能な両親媒性物質の含有量は、１～２０質量％であり、３～１５質量％であることが好ま
しく、６～１２質量％であることがより好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｄ）に係る油分及び水と相溶可
能な両親媒性物質の含有量が上記範囲内にあることにより、濡れた部位でも使用可能な耐
水性と洗い流し易さの両立を容易に図ることができる。
【００３８】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、さらに、成分（ａ－３）ＨＬＢ値が８～１２
の非イオン性界面活性剤を含んでもよい。
【００３９】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－３）に係る非イオン性界面
活性剤のＨＬＢ値は８～１２であり、８．５～１１．５であることが好ましく、９～１１
であることがより好ましい。
　成分（ａ－３）に係る非イオン性界面活性剤のＨＬＢが上記範囲内にあることにより、
温度安定性を容易に向上させることができる。
【００４０】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－３）に係る非イオン性界面
活性剤としては、ポリグリセリン系界面活性剤、ポリオキシアルキレン系界面活性剤およ
びソルビタン系界面活性剤から選ばれる一種以上であることが好ましい。
　ポリグリセリン系界面活性剤として、具体的には、例えば、トリヤシ油脂肪酸ポリグリ
セリル－１０、トリイソステアリン酸ポリグリセリル－１０、ジイソステアリン酸ポリグ
リセリル－６、モノオレイン酸デカグリセリン、ジイソステアリン酸ポリグリセリル－１
０等から選ばれる一種以上を挙げることができる。
　ポリオキシアルキレン系界面活性剤として、具体的には、例えば、ジラウリン酸ＰＥＧ
－８、ジイソステアリン酸ＰＥＧ－１２、ジオレイン酸ＰＥＧ－１２、イソステアリン酸
ＰＥＧ－５グリセリル、イソステアリン酸ＰＥＧ－６グリセリル、イソステアリン酸ＰＥ
Ｇ－６、オレイン酸ＰＥＧ－６、ペンタオレイン酸ソルベス－４０、ＰＥＧ－２０水添ヒ
マシ油、トリイソステアリン酸ＰＥＧ－３０グリセリル、イソステアリン酸ＰＥＧ－１０
ＢＧ、ラウリン酸ＰＥＧ－３０水添ヒマシ油、ラウレス－５、トリイソステアリン酸ＰＥ
Ｇ－６０水添ヒマシ油、ＰＰＧ－２－デセス－７、ステアリン酸ＰＥＧ－１５グリセリル
、ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油、ジラウリン酸ＰＥＧ－２０、ラウリン酸ＰＥＧ－９グリセ
リル、イソステアリン酸ＰＥＧ－１５グリセリル、ジイソステアリン酸ＰＥＧ－３０グリ
セリル、トリイソステアリン酸ＰＥＧ－２０グリセリル、ジイソステアリン酸ＰＥＧ－１
５ＢＧ、ラウリン酸ＰＥＧ－２０水添ヒマシ油、イソステアリン酸ＰＥＧ－２０水添ヒマ
シ油、ラウレス－３、トリイソステアリン酸ＰＥＧ－４０水添ヒマシ油、イソステアリン
酸ＰＥＧ－１０ＢＧ等から選ばれる一種以上を挙げることができる。
　ソルビタン系界面活性剤として、イソステアリン酸ソルビタン、オレイン酸ソルビタン
等から選ばれる一種以上を挙げることができる。
　さらに好ましいポリグリセリン系界面活性剤としてはジイソステアリン酸ポリグリセリ
ル－１０を挙げることができ、さらに好ましいポリオキシアルキレン系界面活性剤として
はイソステアリン酸ＰＥＧ－１０ＢＧを挙げることができる。
【００４１】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－３）に係る非イオン性界面
活性剤の含有量は、０．０１～１０質量％であることが好ましく、０．０５～７質量％で
あることがより好ましく、０．１～４質量％であることがさらに好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ａ－３）に係る非イオン性界面
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活性剤の含有量が上記範囲内にあることにより、温度安定性を容易に向上させることがで
きる。
【００４２】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、さらに、（ｅ）水を含んでもよい。
（ｅ）水としては、特に制限されないが、イオン交換水等であることが好ましい。
【００４３】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｅ）水の含有量は、３～１０質
量％であることが好ましく、４～９質量％であることがより好ましく、５～８質量％であ
ることがさらに好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｅ）に係る水の含有量が上記範
囲内にあることにより、良好な保存安定性を容易に発揮することができる。
【００４４】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、さらに、（ｆ）一価アルコールを含んでもよ
い。
【００４５】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｆ）に係る一価アルコールとし
ては、炭素数２～５の一価のアルコールが好ましく、具体的には、エタノール、プロパノ
ール、イソプロパノール、ブタノール、イソブタノール等から選ばれる一種以上が好まし
い。
【００４６】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｆ）に係る一価のアルコールの
含有量は、０．１～８質量％であることが好ましく、０．５～６質量％であることがより
好ましく、１～５質量％であることがさらに好ましい。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料において、成分（ｆ）に係る一価のアルコールの
含有量が上記範囲内にあることにより、良好な保存安定性を容易に発揮することができる
。
【００４７】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、本発明の効果を阻害しない限りにおいて、そ
の他の成分を含んでもよい。
　その他の成分としては、保湿剤（例えば、トリメチルグリシン、塩化Ｎ－［２－ヒドロ
キシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル］加水分解コムギ蛋白液、ヒアルロン酸、
ピロリドンカルボン酸ナトリウム、ベタイン、加水分解ケラチン）、着色剤（例えば、顔
料、又は色素）、粘度調整剤（例えば、メチルセルロース）、乳化剤、パール光沢付与剤
（例えば、ジステアリン酸グリコールまたはジステアリン酸エチレングリコール）、塩類
（例えば、塩化ナトリウム）、植物エキス類、防腐剤、ビタミン剤、香料、紫外線吸収剤
、抗酸化剤、湿潤剤、キレート剤、ｐＨ調整剤（例えば、クエン酸、又は酒石酸）等を挙
げることができる。
【００４８】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、混合する順序によらず、常温で固体の原料に
ついては他の液状の成分等に一度溶解した後に、全成分を所望量均一に混合することによ
り、容易に製造することができる。
　本発明に係る油性クレンジング化粧料が成分（ｅ）（水）および成分（ｆ）（一価アル
コール）を含む場合は、先ず、成分（ａ－１）～成分（ｄ）を加温しつつ溶解させた混合
物を形成した後、さらに成分（ｅ）および成分（ｆ）を添加し可溶化して調製することが
好ましい。
【００４９】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、透明な液状のものであることが好ましい。
　本出願書類において、透明とは、濁度計で波長５３０ｎｍにおいて精製水をリファレン
スにして測定した透過率が、０．００１質量％酸化チタン懸濁水溶液の透過率より高く、
かつ、常温で１日静置しても分離しない状態を意味する（色素や粉体等の配合があった場
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合は、それらを含まない状態で透明であれば、本発明の範囲に含まれるとする）。
【００５０】
　本発明に係る油性クレンジング化粧料は、例えば、メーク落とし、クレンジングオイル
またはアイメーク落とし等として好適に使用することができる。
【００５１】
　本発明によれば、水が付着した濡れた部位であっても高いクレンジング力を発揮するこ
とができ、かつ化粧料や化粧品のクレンジング後における水や湯での洗い流しが容易な油
性クレンジング化粧料を提供することができる。
【実施例】
【００５２】
　以下、本発明を実施例および比較例に基づいて更に詳細に説明するが、本発明はこれ等
の例により何ら限定されるものではない。
【００５３】
（実施例１）
　成分（ａ－１）としてＨＬＢ値が３．５の常温で液状の非イオン性界面活性剤であるペ
ンタイソステアリン酸ポリグリセリル－１０（ペンタイソステアリン酸デカグリセリン）
、成分（ａ－２）としてＨＬＢ値が１４．５の非イオン性界面活性剤であるラウリン酸ポ
リグリセリル－６（ラウリン酸ヘキサグリセリル）、成分（ｂ）として炭化水素油である
炭素数１３～１５の鎖状飽和炭化水素油（Ｃ１３－１５アルカン）の混合物を６０℃で撹
拌溶解し、得られた溶解物に対し、成分（ｃ）としてエステル油であるラウリン酸メチル
へプチルおよび成分（ｄ）としてシクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ビスエトキシジ
グリコールを添加し、撹拌混合して、表１に示す組成を有するメーク落としを調製した。
　このとき、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は
０．５であった。
　得られたメーク落としにおいて、以下に示す評価方法により、洗浄力（クレンジング効
果）、耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）、洗い流し性を評価した。結果を
表１に示す。
【００５４】
＜洗浄力（クレンジング効果）評価ａ＞
　女性パネル２０名により、各々素肌に塗布したメークに対しメーク箇所が乾燥した状態
で（濡れていない状態で）メーク落としを適用してメークを落とした（クレンジングした
）ときの感触を確認する官能試験を行い、以下の基準により評価した。
◎（とても良い）：１５～２０名以上が、優れていると評価した。
○（良い）　　　：１０～１４名が、優れていると評価した。
△（普通）　　　：５～９名が、優れていると評価した。
×（悪い）　　　：０～４名が、優れていると評価した。
【００５５】
＜耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）評価ａ＞
　女性パネル２０名により、各々素肌に塗布したメークに対しメーク箇所が濡れた状態で
メーク落としを適用してメークを落とした（クレンジングした）ときの感触を確認する官
能試験を行い、以下の基準により評価した。
◎（とても良い）：１５～２０名以上が、優れていると評価した。
○（良い）　　　：１０～１４名が、優れていると評価した。
△（普通）　　　：５～９名が、優れていると評価した。
×（悪い）　　　：０～４名が、優れていると評価した。
【００５６】
＜洗い流し性評価ａ＞
　女性パネル２０名により、各々素肌に塗布したメークに対しメーク箇所が濡れた状態で
メーク落としを適用してメークを落とした（クレンジングした）後、洗い流す際の感触を
確認する官能試験を行い、以下の基準により評価した。



(12) JP 2019-196337 A 2019.11.14

10

20

30

40

50

◎（とても良い）：１５～２０名以上が、優れていると評価した。
○（良い）　　　：１０～１４名が、優れていると評価した。
△（普通）　　　：５～９名が、優れていると評価した。
×（悪い）　　　：０～４名が、優れていると評価した。
【００５７】
（実施例２）
　成分（ｄ）としてシクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ビスエトキシジグリコールに
代えてコハク酸ジエトキシエチルを用いた以外は、実施例１と同様にして、表１に示す組
成を有するメーク落としを調製した。
　このとき、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は
０．５であった。
　得られたメーク落としにおいて、実施例１と同様にして、洗浄力（クレンジング効果）
、耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）、洗い流し性を評価した。結果を表１
に示す。
【００５８】
（比較例１）
　成分（ｄ）としてシクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ビスエトキシジグリコールを
加えず、表１に示す組成となるように各成分を加えた以外は、実施例１と同様にしてメー
ク落としを調製した。
　このとき、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は
０．５であった。
　得られたメーク落としにおいて、実施例１と同様にして、洗浄力（クレンジング効果）
、耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）、洗い流し性を評価した。結果を表１
に示す。
【００５９】
（実施例３）
　成分（ａ－１）としてＨＬＢ値が３．５の常温で液状の非イオン性界面活性剤であるペ
ンタイソステアリン酸ポリグリセリル－１０（ペンタイソステアリン酸デカグリセリン）
、成分（ａ－２）としてＨＬＢ値が１４．５の非イオン性界面活性剤であるラウリン酸ポ
リグリセリル－６（ラウリン酸ヘキサグリセリル）、成分（ｂ）として炭化水素油である
炭素数１３～１５の鎖状飽和炭化水素油（Ｃ１３－１５アルカン）の混合物を６０℃で撹
拌溶解した。得られた溶解物に対し、成分（ｃ）としてエステル油であるラウリン酸メチ
ルへプチルおよび成分（ｄ）としてシクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ビスエトキシ
ジグリコールを添加して撹拌混合し、次いで、得られた撹拌混合物に対し、さらに成分（
ｅ）としてイオン交換水を加えるとともに成分（ｆ）としてエタノールを添加して撹拌混
合することにより表１に示す組成を有する無色透明なメーク落としを調製した。
　このとき、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は
０．５であった。
　得られたメーク落としにおいて、実施例１と同様にして、洗浄力（クレンジング効果）
、耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）、洗い流し性を評価した。結果を表１
に示す。
　また、得られたメーク落としにおいて、以下の評価方法により温度安定性を評価した。
結果を表１に示す。
【００６０】
＜温度安定性評価ａ＞
　得られたメーク落としを、０℃、２５℃（室温）、４０℃の各温度条件下において１ヶ
月保存し、目視により外観変化、粘度変化または層分離等の有無を確認し、以下の基準に
て評価した。なお、◎及び○と評価されたものは、実用上十分な安定性を示すものである
。
◎：外観変化、粘度変化、又は層分離等の異常は全く認められない。
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○：外観変化、粘度変化、又は層分離等の異常が僅かに認められる。
△：外観変化、粘度変化、又は層分離等の異常が認められる。
×：外観変化、粘度変化、又は層分離等の異常が著しい。
【００６１】
（実施例４）
　成分（ａ－１）としてＨＬＢ値が３．５の常温で液状の非イオン性界面活性剤であるペ
ンタイソステアリン酸ポリグリセリル－１０（ペンタイソステアリン酸デカグリセリン）
、成分（ａ－２）としてＨＬＢ値が１４．５の非イオン性界面活性剤であるラウリン酸ポ
リグリセリル－６（ラウリン酸ヘキサグリセリル）、成分（ａ－３）としてジイソステア
リン酸ポリグリセリル－１０、成分（ｂ）として炭化水素油である炭素数１３～１５の鎖
状飽和炭化水素油（Ｃ１３－１５アルカン）の混合物を６０℃で撹拌溶解した。得られた
溶解物に対し、成分（ｃ）としてエステル油であるラウリン酸メチルへプチルおよび成分
（ｄ）としてシクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ビスエトキシジグリコールを添加し
て撹拌混合し、次いで、得られた撹拌混合物に対し、さらに成分（ｅ）としてイオン交換
水を加えるとともに成分（ｆ）としてエタノールを添加して撹拌混合することにより表１
に示す組成を有する無色透明なメーク落としを調製した。
　このとき、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は
０．５であった。
　得られたメーク落としにおいて、実施例１と同様にして、洗浄力（クレンジング効果）
、耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）、洗い流し性を評価した。結果を表１
に示す。
　また、得られたメーク落としにおいて、実施例３と同様にして温度安定性を評価した。
結果を表１に示す。
【００６２】



(14) JP 2019-196337 A 2019.11.14

10

20

30

40

50

【表１】

【００６３】
（比較例２）
　成分（ａ－１）としてＨＬＢ値が４．０の常温で液状の非イオン性界面活性剤であるセ
スキイソステアリン酸ソルビタン２０．０質量％、成分（ａ－２）としてＨＬＢ値が１４
．０の非イオン性界面活性剤であるＰＥＧ－６０水添ヒマシ油１５．０質量％、成分（ｂ
）として炭化水素油であるイソドデカン２３．０質量％、成分（ｃ）としてエステル油で
あるエチルヘキサン酸セチル１０．０質量％およびジカプリン酸ネオペンチルグリコール
７．０質量％、成分（ｄ）としてシクロヘキサン－１，４－ジカルボン酸ビスエトキシジ
グリコール１０．０質量％、成分（ｅ）としてイオン交換水５．０質量％、成分（ｆ）と
して１，３ブチレングリコール１０．０質量％という含有割合になるように室温にて混合
、撹拌して、無色透明なメーク落としを調製した。
　このとき、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は
１．３であった。
【００６４】
（比較例３）
　実施例３において、成分（ａ－１）に相当するＨＬＢ値が３．５の常温で液状の非イオ
ン性界面活性剤であるペンタイソステアリン酸ポリグリセリル－１０（ペンタイソステア
リン酸デカグリセリン）の配合割合を１０．１質量％から１７．２質量％に変更し、成分
（ａ－２）に相当するＨＬＢ値が１４．５の非イオン性界面活性剤であるラウリン酸ポリ
グリセリル－６（ラウリン酸ヘキサグリセリル）の配合割合を２０．４質量％から１３．
３質量％に変更した以外は、実施例３と同様にして無色透明なメーク落としを調製した。
　このとき、成分（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）は
１．３であった。
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【００６５】
　上記実施例３、比較例２および比較例３で得られたメーク落としにおいて、以下の評価
方法により、洗浄力（クレンジング効果）、耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効
果）、洗い流し性を評価した。結果を表２に示す。
　また、上記実施例３および比較例２において、以下に示す洗浄力評価後および耐水性評
価後における各試験片の状態を示す写真を図１に示す（図１（ａ）が洗浄力評価後におけ
る実施例３および比較例２のメーク落としを用いた評価後の状態図であり、図１（ｂ）が
耐水性評価後における実施例３および比較例２のメーク落としを用いた評価後の状態図で
ある）。
【００６６】
＜洗浄力（クレンジング効果）評価ｂ＞
　人工皮膚に対しウォータープルーフマスカラを塗布して２時間乾燥させたメークに対し
メーク箇所が乾燥した状態で（濡れていない状態で）メーク落としを適用して指で４０回
往復させてメークを落とす（クレンジングする）試験を行い、以下の基準により評価した
。
○（良い）　　　：擦過範囲全体に亘って、マスカラが良く落ちている。
△（普通）　　　：擦過範囲の約半分において、マスカラが落ちている。
×（悪い）　　　：擦過範囲においてマスカラが全く落ちていない。
【００６７】
＜耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）評価ｂ＞
　人工皮膚に対しウォータープルーフマスカラを塗布して２時間乾燥させたメークに対し
メーク箇所にイオン交換水を一滴垂らし濡らした状態でメーク落としを適用して指で４０
回往復させてメークを落とす（クレンジングする）試験を行い、以下の基準により評価し
た。
○（良い）　　　：擦過範囲全体に亘って、マスカラが良く落ちている。
△（普通）　　　：擦過範囲の約半分において、マスカラが落ちている。
×（悪い）　　　：擦過範囲においてマスカラが全く落ちていない。
【００６８】
＜洗い流し性評価ｂ＞
　素肌に塗布したメークに対しメーク箇所が濡れた状態でメーク落としを適用してメーク
を落とした（クレンジングした）後、洗い流す際の感触を確認する官能試験を行い、以下
の基準により評価した。
○（良い）　　　：流水により簡単に洗い落とすことができる。 
△（普通）　　　：流水とともに強くこすらないと洗い落すことができない。
×（悪い）　　　：全く洗い流すことができない。
【００６９】
【表２】

【００７０】
　表１より、実施例１～実施例３で得られたメーク落としは、特性の成分（ａ－１）～成
分（ｄ）を特定の割合で含むものであることから、乾燥した部位はもちろん濡れた部位で
あっても高いクレンジング力を発揮することができ、かつ化粧料や化粧品のクレンジング
後における水や湯での洗い流しが容易であることが分かる。
　一方、表１より、比較例１で得られたメーク落としは、成分（ｄ）を含まないことから
、特に耐水性（濡れた部位におけるクレンジング効果）に劣ることが分かる。
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【００７１】
　また、表２および図１からも、実施例３で得られたメーク落としは、特性の成分（ａ－
１）～成分（ｄ）を特定の割合で含むものであることから、乾燥した部位はもちろん濡れ
た部位であっても高いクレンジング力を発揮することができ、かつ化粧料や化粧品のクレ
ンジング後における水や湯での洗い流しが容易であることが分かる。
　一方、表２および図１より、比較例２および比較例３で得られたメーク落としは、成分
（ａ－２）に対する成分（ａ－１）の質量比（ａ－１）／（ａ－２）が１．３であり、０
．１～０．８という特定の範囲外にあることから、洗浄力（クレンジング効果）や耐水性
（濡れた部位におけるクレンジング効果）に劣ることが分かる。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明によれば、水が付着した濡れた部位であっても高いクレンジング力を発揮するこ
とができ、かつ化粧料や化粧品のクレンジング後における水や湯での洗い流しが容易な油
性クレンジング化粧料を提供することができる。

【図１】
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